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この研究は北海道旭川市において人為的につくられた裸地に成立する草本群落の形成過程を解析

したものである． ここでは， すでに成立している植物群落を取り除いて裸地をつくり， その場所を

自然条件下に放置したとき， そこにどんな種類組成をもった群落ができあがり， その組成がどのよ

うに変化していくかを記録した． 同時に， その群落の生活型組成， 種類間の順位関係， 群落の種多

（１９）
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様性を検討した． このような二次遷移の研究は０ｏｓｔｉｎｇ（１９４２）をはじめとするアメリカの研究者た

ちによって開始された （Ｋｅｅｖｅｒｌ９５０，Ｂａｒｄｌ９５２，Ｂａｚｚａｚｌ９６８）．

　

０ｏｓｔｉｎｇ（１９４２）によれば， ＮｏｒｔｈＣａｒｏｌｉｎａで畑を放棄した１年目にはブタクサ， メヒシバが優占

し， ２から３年目にはヒメムカシヨモギ， ヒメジョオン， そして次のステージでは Ａｓ彰γβ“仰ぎｄｇｓ

ｓｏｚｚｄ曙ｏ

　

ｓｐｐ‐の優占する群落に遷移したという． さらに， 次のステージでは

　

Ａ７２〆γｏｐｏｇｏ〃

　

〃８埋ぼ‐

”ｆｃ硲 に遷移した．

　

日本では千葉市における沼田・山井 （１９５５）， 沼田 （１９５６） の実験的研究が最初のものである． こ

れらの研究によれば， 裸地にした後１年目にはブタクサが優占する群落ができあがり， ２年から３

年にかけてヒメジョオンなどの優占する群落に遷移するという． これはアメリカと日本において共

通の現象として注目されてきた． また長野県菅平では裸地後１年目にはシロザ， ハルタデ， アキメ

ヒシバ， イヌビエなどの優占群落ができあがり， やがてヒメジョオン， ヒメムカシヨモギの群落を

経て， ヨモギ群落， ススキ群落へと遷移することが報告されている（林１９６７，１９６９）． また， 松村ほ

か （１９８８） は飛騨地域の休耕田の二次遷移を研究し， メヒシバ， オオアレチノギク， ヨモギ， スス

キの遷移系列を報告した． 伊藤・林 （１９８９） は長野県野辺山と茨城県筑波における初期二次遷移を

比較し， 野辺山ではブタクサ， キンエノコロからヒメジョオンへ， 筑波ではメヒシバからヒメムカ

シヨモギヘと遷移すると報告している．そのほか北海道南部での遷移の研究は桑原（１９５７），Ｔａｋａｈａ‐

ｓｈｉａｎｄＨａｙａｓｈｉ（１９７８）などがある．また最近ヨーロッパでも二次遷移の研究は盛んで，ドイツにお

いて Ｓｍｎｉｄｔ（１９８１），Ｂｏｒｎｋａｍｍ（１９８７）， チェコスロバキアにおいて ｏｓｂｏｒｎｏｖａｅｔａｌ‐（１９９０）など

の報告がある．

調査地の概要と実験方法．

調査地の旭川市は北緯４３ｏ４６東経１４２ｏ２ｇで標高１３０ｍのところにある．年平均気温は６． Ｃ，年総

降水量は１，１５９ｍｍである． この実験を行った地域の植生はミズナラークマイザサ群落， シラカンバ

ーススキ群落， シラカンバークマイザサ群落， エゾヤマハギーススキ群落， ススキ群落， カモガヤ

群落， オオヨモギ群落であった． これらはいずれもこの地域の遷移段階を代表する群落であって，

これらの群落構成種の種子はある立地にいつでも散布される可能性をもっている．

　

この実験で永久調査枠を設置した場所は旭川市の住宅地帯の空き地で， ヒメジョオン， オオヨモ

ギ， エノコログサなどの群落が成立しているところであった． 土壌はシルト質土壌で襟を若干含ん

でいた． 実験はその群落を取り除き裸地をつくった場所を自然条件に放置することによって行った．

裸地は表土を３０ｃｍ（３０ｃｍ区），１ｏｃｍ（１ｏｃｍ区）， ｏｃｍ（地上部刈り取り区） の深さに耕して植物の

地下茎などを完全に取り除いて作った．その際，埋土種子はそのまま残した．その裸地のうえに１９８３

年５月１３日にｌｍ×２ｍの方形枠を１個置き，その中の植物を調査した．また対照区として全く人

為を加えない区を設置した．調査は１調査枠の半分を用いて頻度を測定し，残りの半分のうち１／２を

用いて密度を測った． また１９８４年５月１３日に前年の調査区に隣接して， 同じ方法で調査区を作り，

処理後１年目のデータの不足を補った． 調査は１９８３年には９月１６日のみ，１９８４年には５月１３日，

６月１８日，７月１４，１７日，８月２１，２２日， ９月１９，２０日，１０月８，９日と，１９８３年度区，１９８４年

度区共に同じ時期に行った． 群落構成種の順位については頻度と密度を用いた積算優占度で表現し

た．

（２０）
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表１－ｂ．ｌｏｃ中耕起区の群落種類組成の季節変化（積算優占度）
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表１‐Ｃ． 地上部刈り取り区の群落種類孫追成の季節変化 （積算優占度）
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表１‐ｄ． 対照区の群落種類組成の季節変化 （積算優占度）
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種類組成の変化

　

３０ｃｍ，１ｏｃｍの深さに耕した区，地上部のみを刈り取った区，及び対照区に成立した群落の構成種

の変化を表ｌａからｌｄまでに示した． この実験地に出現した種類数は２４種類であった． そして，
表にみられるように， 裸地化後１年目の群落の優占種はアカザである． そのほか優占度の高い種類

としてイヌ ビエ， スベリヒユ， エノコログサ， シロツメクサ， オオヨモギが挙げられる． しかし，

シロツメクサやオオヨモギは耕す時に根系が土壌中に残存していたものから成長した可能性がある．
その群落の２年目はエノコログサ， ヒメジョオン， オオヨモギが高い優占度を示した． すなわち，
この実験地ではアカザ群落からヒメジョオン群落に遷移したことになる． 一方， 地上部刈り取りの

みの区は〆マツヨイグサが１年目に優占し， ２年目以降はヒメジョオンとなった． さらに， 何の人

為も加えない対照区はオオヨモギ， シロツメクサ， セイヨウタンポポ， ゲンノショウコなどが優占

した． このことから， 立地の耕起の深さの違いは１年目の群落の種類組成に本質的な影響を与えな

いことが分かった． しかし， 地表面の刈り取りという作用は〆マツヨイグサ， ヒメジョオンのよう

な越年草の優占を促進した． もし， 立地に何の人為も加えないならばそこはオオヨモギやシロツメ

クサのような広葉多年生草本が優占する． この作用は遷移の順序に対応するもので， アカザ・イヌ

（２４）
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ビエからヒメジョオン・メマツヨイグサを経てオオヨモギの群落に遷移が起こることを予想させる．
これを生活型の変化としてみると夏型一年生草本から， 越年生草本， 広葉多年生草本へと遷移する
ことになる．

生活型組成の変化， 遷移度及び群落の特性

　

この遷移を沼田の生育型， 繁殖型， ラウンキエーの休眠型の変化の面からみると図 “こ示したよ
うになる．深さ３０ｃｍ，１ｏｃｍに耕した区では生育型で直立型，休眠型で夏型一年生，散布器官型で重
力落下型， 地下器官型Ｒ５（ｅ－Ｔｈ－Ｄ４‐Ｒｓ） の群落が成立した． 地上部のみ刈り取りの区では生育型
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図１． 各実験区に成立した群落の生活型組成

表２． 各実験区に成立した群落の遷移度
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ＯＣＴ

　

ＳＥＰＴ

　

ＭＡＹ

　　

ＪＵＮ

　　

ＪＵＬ

　　

ＡＵＧ ＳＥＰＴ

　　

ＯＣＴ

３０ｃｍ耕 起 区

　　　　

６９．０

　　

５１．０

　　

６４．１

　　

５２．９

　　

３７‐６

　

１８９．２

　

３５３．５

　

２６１．２

　

１６９．２

　

２０３．１

　

１７３‐４１０ｍｌ耕 起 区

　　　　

８９‐６

　　

５８．５

　　

８２．２

　　

５３．２

　

１７２‐２

　

２４８‐４

　

２０６．２

　

２００‐７

　

１６３．１

　

１１２．４

　

１３２‐５刈 り 取 り 区

　　　　

１１０‐７

　

１６２．９

　

１３７．６

　

１２４．０

　

１７１．２

　

１７８‐５

　

１９５．５

　

１２６．０

　　

８４．３

　

１１６．３

　

１３５．５対

　

照

　　

区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３２２．５

　

２４３．８

　

２１５‐１

　

２９６６

　

２９０．４

　

２８１５

　

２４８．３

遷移度 （Ｄｓ）（沼田，１９７８）

Ｄｓ＝２ｄｌ／ｎ×ｖ（ｄ：各種の優占度， １：種の生存年限，ｎ：出現種数，ｖ：植被率）

（２５）
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表３． 各実験区に成立した群落の個体の分布 （１６指数による）

面積 （ｘｏ．５１ｄ） 個体数

実験区

　　　　　　　

調査年月日

　　

１／１６

　　　

１／８

　　　

１／４

　　　

１／２

　　　

１／１

　　　

（０．５ボ）

３０

　

ｃ

　

ｍ

　　　　　

ｌ９８４

　　　　　

’８４１ＵＬ

　　

２，３９
＊

　　

１‐５３
＊

　　

１‐２８

　　　

１，０７

　　　

１，０３

　　　　　

１４３

耕

　

起

　

区

　　　

年区

　　　　　　　

ＯＣＴ

　　

２．７３
＊

　　

１．５５

　　　

１‐００

　　　

０．９７

　　　

０‐９３

　　　　　

７６

１９８３

　　　　　

’８３ＳＥＰＴ

　　

２．２５
＊

　　　

１．８０
＊

　　　

１‐２３

　　　

１．２１

　　　

０．９１

　　　　　

８５

年区

　　　　　

’８４ＭＡＹ

　　

２．６９
＊

　　

１．６５

　　　

１．０５

　　　

１．１５

　　　

１．１２

　　　　　

４５

ＪＵ１

　　

０‐９２

　　　

１．１０

　　　

０．８３

　　　

ＬＯ９

　　　

１．０９

　　

、

　　

７５

０ＣＴ

　　

Ｏ．９４

　　　　

０．６２

　　　　

０．４９

　　　　

０．４２

　　　　

０．４１

　　　　　　

６６

１０

　

ｃ

　

ｍ

　　　　　

ｌ９８４

　　　　　

’８４ＪＵＬ

　　

１，１３

　　　

１二０４

　　　

１．０７

　　　

１，ｏ１

　　　

０，９５

　　　　

１ｏ３

耕

　

起

　

区

　　

年区

　　　　　　　

ＯＣＴ

　　

Ｉ．２８

　　　

１．３０

　　　

０‐９３

　　　

０‐８８

　　　

０．７６

　　　　　

６６

１９８３

　　　　　

’８３ＳＥＰＴ

　　

Ｉ．２０

　　　

１．２８

　　　

１．０６

　　　　

０．８６

　　　　

０．８７

　　　　　

１３１

年区

　　　　　

，８４ＭＡＹ

　　

０‐９８

　　　

０‐９４

　　　

０‐８８

　　　

０‐９３

　　　

０・９４

　　　　

・５４

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＵＩ」ノ

　　

ー．４９
＊

　　

１・２８

　　　

１・１６

　　　

１８６

　　　

０・９９

　　　　

・４６

　　　　　　　　　　

０ＣＴ

　　

Ｉ．０４

　　　

１．２２

　　　

１．００

　　　　

０．９７

　　　　

０‐８９

　　　　　

１２３

刈

　　

り

　　　

１９８４

　　　　　

，８４ＪＵＬ

　　

０‐７５

　　　

０・９０

　　　

０‐９７ １・１１

　　　

０・７４

　　　　　

７７

取

　

り

　

区

　　

年区

　　　　　　　

ＯＣＴ

　　

Ｉ．０６

　　　

０．９９

　　　

０．９５

　　　

０．８６

　　　

０．９０

　　　　　

７４

１９８３

　　　　　

’８３ＳＥＰＴ

　　

Ｉ．１１

　　　

１．００

　　　

１．１８

　　　

１‐０３

　　　

１．０１

　　　　　

１７７

年区

　　　　　

，８４ＭＡＹ

　　

１・２０

　　　

１』７

　　　

１・０Ｏ

　　　

Ｌ０３

　　　

１・０９

　　　　

・３４

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＵ１Ｌ

　　

Ｉ．１７

　　　

１．０８

　　　

１．０２

　　　

０．９３

　　　

０．９３

　　　　　

１５１

　　　　　　　　　

０ＣＴ

　　

Ｏ．９２

　　　

１．０４

　　　　

０‐９７

　　　　

０．９４

　　　　

０‐９３

　　　　　

１３３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

対

　

照

　

区

　　

１９８３

　　　　

’８３ＳＥＰＴ

　　

Ｉ．０２

　　　

０．４５

　　　

０．７０

　　　

１‐７２

　　　

１．３４

　　　　　

３３

　　　　　　　

年区

　　　　

’８４ＭＡＹ

　　

５．８０
＊

　　

３．０３
＊

　　

２．２１
＊

　　

１．６１

　　

１．１８

　　　　　

４０

ＪＵ１

　　

１．５２
＊

　　

１．８６
＊

　　

１・６６
＊

　　

１‐４７
＊

　　

１・２７

　　　　

１１３

０ＣＴ

　　

Ｉ．７６

　　　

１．６６

　　　

１．３１

　　　

１‐０２

　　　　

０‐８０

　　　　　　

５０

＊Ｐ＜０‐０１

森下の分散指数
ｑ
（１６）（Ｍｏｒｉｓｈｉｔａ，１９５９）

　

（小暑豪勇義孝雷
（麹菌鼻／数至

（誓言畠
卿方形区個体数）
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表４． 各実験区に成立した群落の種多様性

実験区

　　　　　　　

調査年月日

　　　　

種数

　　　　　

αα）

　　　

ｄの

　　　

Ｅｃｃ｝

　　　

Ｈ′ｄ）

　　　

了ｅ）

３０

　

ｃｍ

　　　　　　

ｌ９８４

耕

　

起

　

区

　　　

年区

’８４ｊＵＬ

　

ＡＵＧ

　

ＯＣＴ

１８

　　　　　　　

３－５２

　　　　

４．５０

　　　　

８‐４０

　　　　

１－６３

　　　　

１．３０

１９

　　　　　　　

４．１７

　　　　

４．７５

　　　　

９．０８

　　　　

１．６２

　　　　

１－２６

２１

　　　　　　

５．０４

　　　　

５．２５

　　　

１０．２７

　　　　

１．５５

　　　　

１．１８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０５

１９８３

年区

’８３ＳＥＰＴ

’８４ＭＡＹ

　　

ＪＵＬ

　　

ＡＵＧ

　　

ＯＣＴ

２４

　　　　　　　

５‐８１

　　　　

６．００

　　　

１５‐２３

　　　　

２．０１

　　　

１．４６

１２

　　　　　　　

２‐８５

　　　　

３－００

　　　　

６‐２４
・

　　　

１－２３

　　　　

１．１４

１８

　　　　　　　

４．０５

　　　　

４．５０

　　　　

９‐８２

　　　　

１．８８

　　　　

１‐４９

１７

　　　　　　　

４．３９

　　　　

４．２５

　　　　

９－５７

　　　　

１－５５

　　　　

１－２６

１８

　　　　　　　

４．４６

　　　　

４．５０

　　　　

９．９８

　　　　

１．７２

　　　　

１．３７

１ｏ

　

ｃ

　

１ｍ

　　　　　　

ｌ９８４

耕

　

起

　

区

　　　

年区

’８４ＪＵＬ

　

ＡＵＧ

　

ＯＣＴ

１８

　　　　　　

４‐１７

　　　　

４．５０

　　　　

９．０８

　　　

１．６２

　　　

１．２６

１６

　　　　　　

３．８７

　　　　

４‐００

　　　　

８．１３

　　　

１‐３５

　　　

１‐０９

２１

　　　　　　

５．５８

　　　　

５．２５

　　　

１０．６３

　　　　

１．５５

　　　　

１－１５

１９８３

年区

’８３ＳＥＰＴ

　

ＭＡＹ

　　

ＪＵＬ

　　

ＡＵＧ

　　

ＯＣＴ

２０

　　　　　　

４．３７

　　　　

５‐００

　　　

１０‐４５

　　　

１．８９

　　　

１．４３

１２

　　　　　　

１．９０

　　　　

３‐００

　　　　

７－７７

　　　　

１．０３

　　　　

０．９９

１４

　　　　　　　

２．５７

　　　　

３．５０

　　　　

６．３９

　　　　

０．９４

　　　　

０．８２

１３

　　　　　　　

２．７３

　　　　

３‐２５

　　　　

６．０２

　　　　

０．７１

　　　　

０．６４

１４

　　　　　　　

２．９１

　　　　

３．５０

　　　　

６‐６４

　　　　

０‐８９

　　　　

０．７６

メリ

　　

リ

　　　　

ー９８４

取

　

り

　

区

　　　

年区

’８４ＪＵＬ

　

ＡＵＧ

　

ＯＣＴ

１８

　　　　　　　

４‐１１

　　　　

４．５０

　　　　

８．８８

　　　　

１．３８

　　　　

１‐１０

１９

　　　　　　　

４．７０

　　　　

４‐７５

　　　

１０‐５６

　　　　

１．６６

　　　　

１．２９

１８

　　　　　　　

４‐１１

　　　　

４．５０

　　　　

９．２１‐

　　　

１．３６

　　　　

１‐０８

１９８３

年区

’８３ＳＥＰＴ
’８４ＭＡＹ

　　

ＪＵＬ

　

ＡＵＧ

　　

ＯＣＴ

１６

　　　　　　　

２．９１

　　　　

４．００

　　　　

７．２５

　　　　

１‐４３

　　　　

１‐１８

９

　　　　　　　

１．５４

　　　　

２．２５

　　　　

５．９３

　　　　

０‐９４

　　　　

０．９９

１２

　　　　　　　

２．１１

　　　　

３．００

　　　　

５‐２２

　　　　

０．７６

　　　　

０．７０

１０

　　　　　　

１．９０

　　　　

２．５０

　　　　

４．３６

　　　　

０．４７

　　　　

０‐４７

１２

　　　　　　

１．８３

　　　　

３．００

　　　　

５．２５

　　　　

０‐８３

　　　　

０‐７７

対

　

照

　

区 １８９３

年区

’８３ＳＥＰＴ

　

ＭＡＹ

　　

ＪＵＬ

　　

ＡＵＧ

　　

ＯＣＴ

１１

　　　　　　

２‐６７

　　　　

２．７５

　　　　

６．６５

　　　

１‐１６

　　　

１‐１１

１０

　　　　　　

１－８５

　　　　

２．５０

　　　　

５．２６

　　　　

０．７３

　　　　

０－７６

１２

　　　　　　

２．２６

　　　　

３‐００

　　　　

９．０９

　　　

１．２２

　　　

１‐１３

１１

　　　　　　

２．４０

　　　　

２．７５

　　　　

７‐３３

　　　

１．００

　　　　

０．９６

１３

　　　　　　

３‐１０

　　　　

３．２５

　　　　

７．２２

　　　

１．２１

　　　

１‐０８

ａ）Ｆｉｓｈｅｒの種多様度指数（α），Ｓ＝α１ｏｇ （１＋Ｎ／α）（Ｓ：総出現種数，Ｎ：総個体数）
ｂ）Ｇ１ｅａｓｏｎの種密度 （ｄ），ｄ＝Ｓ／ｌｏｇ，ｏＡ（Ｓ：種数，Ａ：面積）
ｃ） Ｗｈｉｔｔａｋｅｒの均等度指数（Ｅｃ），Ｅｃ＝Ｓ／１０ｇｐｉ－ｌｏｇｐｓ

　

（Ｓ：種数，ｐｉ：第１位の種の相対優占度，ｐｓ：最下位の種の相対優占度）
ｄ）Ｓｈａｍｏｎの多様度指数 （Ｈ’）， Ｈ’＝－Ｘｐｉｌｏｇｐｉ（ｐｉ：相対優占度， 対数の底：１０， 単位ｄｉｔ）
ｅ）Ｐｉｅｌｏｕの均等度指数（ｊ’），Ｊ’＝Ｈ’／１０ｇｓ（Ｈ’：Ｓｈａｍｌｏｎ関数のＨ’，Ｓ：出現種数）

（伊藤・宮田，１９７７， Ｗｈｉｔｔａｋｅｒ， １９５６，１９７２による）
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が部分ロゼット型 （Ｐｒ） という点が異なるだけであとは一致した． ２年目になると群落の優占種は

部分ロゼット型 （Ｐｒ） 及び地表型 （Ｈ）， 冬型一年生 （Ｔｈｗ）， 風散布型 （Ｄ，）， 地下器官型はＲ５型

になった． この生活型組成をもとにして計算した群落遷移度（沼田１９７８）を表２に示した． 裸地化

後１年目の群落の遷移度は群落の最も発達した８月で５１（３０ｃｍ耕起区），５９（１ｏｃｍ耕起区） であっ

た． 地上部のみ刈り取りの区 （ｏｃｍ区）， 対照区でそれぞれ１６３，３２３（９月）， となった． 耕起区は

２年目にはそれぞれ１６９，１６３へと増加した．
耕起区 （３０ｃｍ区） のｌｍ×０．２５ｍの面積の個体密度は１年目の９月に８５， ２年目の５月に４５，

７月に７５，１０月に６６と変化した．個体の分散の均質度を示す１ 指数はほぼ１で個体の分散は均質

であることが示された． また他の実験区でもほぼ似た傾向を示した（表３）． また， 群落の種多様性

を示すＳｈａｎｎｏｎ（Ｈ７）関数は８月で３０ｃｍ区１‐４８，１ｏｃｍ区で１‐３５， 地上部刈り取り区でＬ６６であっ

た （表４）．

　

このようにして成立した群落構成種間の順位関係を図２に示した． この図からも分かるように構
成種間には等比級数則が成立している．
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図２． 各実験区の群落の優占度－糖醐順位関係

（‐２８）



北海道旭川市における初期二次遷移の実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０７

考 察 と 結 論

　

この実験結果と実験地付近の観察から明らかなように， 旭川の草本段階の遷移系列はアカザ群落，
ヒメジョオン群落， オオヨモギ群落， ススキ群落の順序である． この後遷移は木本段階にはいり先
駆種はシラカンバである． この遷移系列は長野県菅平のそれと類似している． すなわち旭川のアカ
ザのステージは菅平ではシロザ， オオヨモギのステージはヨモギにあたり， ヒメジョオン期とスス

キ期は同じであった． さらに， ドイツのゲッチンゲンで実験を行ったＳｃｈ皿ｉｄｔ（１９８１） によれば先
駆群落の優占種はシロザ，Ｓｅ〃８じわり”省αγＺｓで，次のステージはヒメムカ シヨモギ，ＧＱＺＺｚ‘粥ｑｐ研ぎ“ｅ，
であった． このようにして， 気候的に冷温帯に属する地域の二次遷移上の群落は優占種が共通の場
合が多い． また優占種のみでなく構成種でもエノコログサ， ハルタデ， あるいはシロツメクサなど
を含み群落類似度の高いことが分かる．一方，気候帯が暖温帯に属する地域では二次遷移の先駆種
はメヒシバ， ブタクサである‐ これは千葉 （沼田１９５６），１１ｌｉｎｏｉｓ（Ｂａｚｚａｚｌ９６８），Ｇｅｏｇｉａ （Ｄａｎｉｅｌ

ａｎｄＰ１ａｔｔｌ９６８）， ＮｏｒｔｈＣａｌｏｒｉｎａ（０ｏｓｔｉｎｇｌ９４２，Ｋｅｅｖｅｒｌ９５０）， ＮｅｗＪｅｒｓｅｙ（Ｂａｒｄｌ９５２） で共
通であった． しかし， ブタクサは冷温帯の長野県野辺山で優占群落を形成したので暖温帯のみとは
いえない． やはり， 暖温帯ではメヒシバが優占種になる確立が高いといえるだろう． そして２番目
のステージはどの地域でもＥγ愈ｅｍ“属の種類が優占種となる確立が最も高い．これを，生活型の面
からみると， 夏型一年生草本， 越年生 （二年生） 草本， 広葉多年生草本， イネ科多年生草本となり，
全ての地域でこの順序に遷移が進む．

　

こうして， 二次遷移の出発点という初期条件が与えられると， そこには類似の種類の優占群落が
でき遷移するという規則性の存在が明らかになった． この初期条件というのは 「ある場所を， 埋土
種子を残してすべての植物体を取り除き裸地にする」 という条件である． そしてこのような立地を
二次遷移の出発点と定義し， そこに最初に成立する群落を先駆群落とする（Ｈａｙａｓｈｉｌ９７７）． したが

って， 旭川では先駆群落はアカザ群落であり， ４つの草本期群落ののちエゾヤマハギの低木群落を
経てシラカンバ群落の木本期に遷移することになる． その後シラカンバ群落はミズナラ群落に遷移
するので， 結局裸地から７ステージを経て旭川地方の極相林が形成されることになるだろう．

　

このようにして成立した先駆群落は個体密度が高く， 個体の分散は均質であった． そして， 群落
の種多様性は遷移の過程で高く維持され， しかも種類間には等比級数則が成立していた． これはい
ろいろな種類が群落空間を分け合って生育していることを示している． しかもその関係自体は崩さ
ずに， 構成種が入れ替わっていることが分かる． これも植物群落がもつ秩序性を示すものといえる
だろう．
なぜこのような群落体制の遷移が起こるのか， そのメカニズムを解明するのは今後の課題である．
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